
第３次南国市総合計画

平成19年３月

南　国　市

市民と築く  なんこく協働プラン市民と築く  なんこく協働プラン



はじめに 

 

 本市は、高知県の中心部に位置し、土佐の稲作発祥の地として知られ、古代には比江に

国府が置かれ、政治、文化の中心地「土佐のまほろば」として栄るとともに、戦国時代の

一時期まで政治・経済の中心地でもあり、豊かな自然とともに多くの歴史資源に恵まれて

います。 

 また近年では、四国横断自動車道南国インターチェンジ、高知龍馬空港を有し、同時に

高知新港に隣接し、高知県中心部の交通の要衝を占めるとともに、南国オフィスパークや

流通団地の整備が進むなど、新産業拠点としても発展を続けています。 

 しかし、少子高齢社会の到来、高度情報化の進展、地球規模での環境保全意識の高まり、

地方分権社会の到来、さらには住民ニーズの多様化など、本市をめぐる社会・経済情勢は

大きく変化してきており、あらゆる分野において歴史的な転換期を迎えています。 

 こうした中で、本市では厳しい財政状況が続いており、自律・自立の視点に立って、行

財政改革に全力で取り組んでいるところです。 

 今回、このような状況に的確に対応し、本市の将来の発展に向けて、市民と行政が一体

となって、活力と魅力のあるまちづくりに取り組むための総合的な指針として、「第３次南

国市総合計画～市民と築く なんこく協働プラン～」を策定いたしました。 

 本計画では、「いきいき なんこく みんなで築く協働のまちづくり」をキャッチフレー

ズとして掲げ、その実現に向けて、市民と築く「地域協働のまちづくり」、安全で利便性の

高い「快適環境のまちづくり」、安心して生涯を託せる「健康福祉のまちづくり」、心豊か

にふれあう「文化交流のまちづくり」、活力あふれる「産業拠点のまちづくり」の５つの基

本施策を掲げました。 

 本市がさらに飛躍発展し、市民の皆様が南国市に住みつづけたい、他の地域の人たちが

行ってみたい、住んでみたいと思えるようなまちを創っていきたいと考えています。 

 そのためには行財政改革を更に推進し、これまで以上に情報公開を進め、様々な機会を

とらえて市民の皆様に行政に参画していただきながら、ともに力を合わせて取り組んでま

いります。 

 おわりに、本計画の策定にあたり、貴重なご意見やご提言をいただきました南国市振興

計画審議会委員や市議会議員の皆様をはじめ、市民アンケートなどにご協力いただきまし

た多くの市民の皆様に、心から感謝申し上げます。 

 

  平成１９年３月 

南国市長 浜田 純 
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